
触覚的自我作品解読
MAU 2025/11/7

「眼・光」「手」「触覚」「構造」「自我の消失点」

５つのテーマの中に、それぞれの作品を埋め込みました



眼・光
他人の目

見えない世界の光

見えない世界の目

目が笑う



他人の目



009



魚が好き。

目が合わなくて安心するから。

今日私は自分が全く見えなかった。

目が合わないどころか姿も見えず、より安心した。

目のない魚をつくろうと思った。

骨も丸みえ、ウロコもくりぬかれてるのに 目だけ無い。

目かくしを外し、作品をみてみた。目が合わない。(目が無

いので)。

この魚は私のことが見えない。見えないから生き生きしてい

る気がする。

まわりの目に気づかず、気にせず、自由に動きまわっている

んだと思う。

黒い尾ヒレは、私の身長の２倍の長さにした。

まぁまぁ長かった。この長い尾としを持ちつつ

軽やかに泳ぐこの魚は私のあこがれでもある。





038



他人の目 うざい



見えない世界の光



017

目を閉じた時の光の残像イメージ

窓から入る光



047
目の光



見えない世界の目



024



目とその周りを浮遊する世界の断片



041



目をとじたときに

見えるぐるぐる



021

眠たい 帽子へのこだわり



029
閉じた目の出っ張り



目が笑う



049 ほくろ 愛想笑い



014

目 笑ってるとき 乾燥した肌



手

触る手 触られる手

触覚は手の位置から見る

手の赴くままの作業



触る手 触られる手



004



左手から見た自分（触覚的な視点）



015

手を触る



043 最初に触ってしまうのって「自分の手」



混入ハプニング



020

手の周りの空白



手の赴くまま



012

012-k1



今風邪ぎみで

頭か痛くなってきたから

痛みが自分を貫いている

「帰りたい」というネガティブな気持ち

作ってるうちに眠くなってきて

いろんな記憶や声やイメージが自分の頭の中に浮かび上がっ

てきた。

そのフワフワした不安定な手ざわり。

最初の方は、まわりの音がうるさくて自分自身に集中できな

かったから、

紙に折り目をつけたりまわりを破ったりして集中できない気

持ちをあらわした。





006



色々と折って組み合わせているうちに段々楽しくなってしまい、そのまま手癖でやってみたい

なという形を作っていったので、作品の意味やコンセプトの解説は上手く出来ません。



010

目が見えない状態で、できるものが自分の内面

を、一番引き出すことができるのではないかと

考え、自由に手を動かしてみた





025



特に何を見ずさわって感じ

られる物を作っていった。

できる限り何も考えずやっ

ていこうとした



039
手わるさをしている時の自分の視点



触覚

柔らかさ

骨 硬さ

毛髪

触覚的イメージ



柔らかさ



001



フワフワは自分の色んな

モノ・コトを感じるセン

サーを表している



028

三つ編み ちぎり絵



032

紙をクシャクシャにして貼りつけて表現しました





骨 固さ



046



自分の姿を上から見た構図で、硬く立体でうき出た線になっ

ているところは、自分の骨がを感じることで伝わる感覚の強

さを表現している。手前の三角は顔だが、目かくししている

からこそ感じる部分とそうでない部分が顕著に表している





002



手首折れてからまだ持っている

後遺症



019

ほお骨の凹凸



051

口の内側に入り混んでいる上の歯と下の歯 (前歯)



ピアス



022

友人が私をイメージして作ったピアスなので
自分を構成する重要な要素



054



表面に感じるものが

ピアスしかない...



髪 まつげ



003



髪のくるくる

顔の下の方のザラつき



016

まつげ



037

アバターみたいな自分 おくれ毛



触覚イメージ



007







042
座ったときにふとももがつぶれて、形が

変わるのがおもしろいなと思った



030

毛のはえぎわに指をさしこんだとき



053 肌にふれる服の感覚に強く意識がむいた

何も触れていない部分は意識が向かない



構造
自分と自分をとりまくものの構造

正方形・キューブ

円環構造・多層構造

白と黒



自分と自分をとりまくものの構造



005 入れ子の感情



008

自分がやりたいことがたくさんあって手をのばそうとする自我を、

やりたくないがやらなくてはいけないことにうもれていく…



035



3層が重なり合うことで、新たな形が見えてくる



040
基準から計画された技法集



正方形・キューブ



050

規律に縛られる

バラバラのはずのものなのに

すべて正方形で整えられ

逸脱しょうとしても新しい場所で

新しい何かに縛られている

生きている限り常に何かの中で生きる

しかない



026

肉体の中の黒い四方体の中に自我である私がいる



円環構造・多層構造



011



完結したもの



027

特に鼻横のくぼみは、さわっていて急にブラックホー

ルにでもなったような感じだった

その雰囲気を表すために、紙をナざりひたすらに貼り

重ねた



031



目がフジツボ



048



顔というものが円錐のように

感じた

中心部に集合していて、外側

になるにつれてぼやけていく

感じ



白と黒



034

自分の浸食しあう表裏 白と黒





013



黒い紙は外から自分が触った感覚。白い紙はからだの中、骨、肉をうごかした時に感じた感覚
黒い紙と白い紙のうらがわに手をいれると、あらたに曲線がでてくる



052



黒に黒

圧力を感じるところ



023



白の紙だと思っていたのが黒い紙で

全て黒になってしまった



自我の消失点
剥がした痕跡

頭部は表現しない

ニキビ

ビール

思考

本



036



最初 斜めに紙を立てた

気に入らなくてはがした

跡がついてしまった

一枚、正方形を切り出し

中央に空間ができ

開いているところが大小となるように、、、

私はクォリティ高いものをつくりたいという意識が常にあるので

一回はがした

この行為も含めて”自画”像である



044

首から上の様子はなく、頭部への意識が強すぎたことを逆に、表現をしてないことで、表現しています



045

今朝できたニキビ 顔っぽくなってしまった



018



055

よくわからない思考



耳生えたチョウチンア

ンコウみたい



033



自分を定義するのは苦手なので、

自分をどう定義してほしいか?

という自己紹介をすることにした。

１枚の絵だけで私のことわかった気にならないでよね

という変なプライドが「本をつくろう」と言ってきたので

つくった

最終ページは白の紙
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